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    ・少数民族ごとの歴史軸
             （系譜など、過去から現在までの連続性に関する文化的表現、認識法）
            ・持続的な資源利用・保全の政治的言説：周辺地域
（将来に残したいというビジョンの浸透、形成・・・）
      



































           （秋道、宮脇、西村）
１月下旬：県誌データの翻訳・入力作業メンバーの決定
２月：購入県誌の到着と作業スタート⇒国境県より開始
「大事記」の日本語訳、目次をエクセル入力する
３月：台北、北京に関連資料調査と収集（兼重）
２月４日：生態史クロニクル研究会作戦会議＠地球研（兼重、清水郁、西川、田口、宮脇、山口、何、秋道）
  ⇒雲南、ラオスでの資料環境および方法論の違いがあり、分けて進めるなど。
⇒雲南編は、入力作業の過程での問題を共有（作業メンバー、ﾀﾞﾆｴﾙｽ班等でMLに疑問を書き込みなど）
⇒ラオス編は２月 17～19日に打合せ＠ビエンチャン（久保、田口、西本太）
２月 12日：全体会議、班長会議＠雲仙小浜
 生態史クロニクルに関わるこれまでの活動経過と目標、班横断の取り組みについての提案（秋道）、県誌を利用した
雲南編作業についての報告（兼重）、全体会議終了後の有志による議論と、その内容をもとに秋道が班長会議で提案
など 
